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1 は じめ に
家産の室内の敷物は住生活に不可欠のものである｡この敷物は,世界にお
いては,国や地域によって多様であるが,蘭草を加工して造る蘭延がその主
要なものの一つである｡
近代日本においてほ,この蘭延の一つである畳表を畳床に装着した畳が最
も一般的な敷物であった｡もう一つは蘭延を畳床に装着せずにそのまま敷物
として使う席-共産である｡この蘭蓮を海外-の輸出品として開発したもの
が花延であり,花共産あるいは莞延ともいう｡
この蘭延のなかの前者は国内需要の拡大を市場条件とするが,後者は海外
市場,ことにアメリカ市場-の輸出によって発達したのである｡
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この蘭延業の展開についての統計的整理はすでに行なったが,ここでは,
その内の輸出花延業について,その展開過程を検討する｡
2 輸出産業としての花産業
(1) 産業構成上における蘭蓮業の位置と工場生産の展開状況
わが国の工業統計が,ほぼ全部門を網羅し,全体的把握が可能となるのほ
1909(明治42)年の 『工業統計表』からであるが,この工業統計において
ほ,蘭延業は微小な産業であった0第 1表は,1909(明治42)～1919(大正
8)年の全工場中の蘭延工場を示すが,｢工場｣数でみると,1909年144,
1914年77,1919年99であり,それは全工場中の0.47%,0.24%,0.23%にす
ぎない｡職工数は,それぞれ2139人,814人,2633人で,全職工数中の
0.27%,0.86%,0.17%である｡生産額は,1909年で45万7952円で全工場生
産額中の0.57%にすぎず,それ以後にはさらにそのウェイトは小さくなって
いる｡このように,明治末 ･大正期においてほ工場生産における蘭延工場の
地位はきわめて低いのである｡これらの工場のうち,原動機使用工場は,
1909年は1,1904年は2,そして1919年でも13あるのみで,人力織機による
工場制手工業の段階にとどまっている｡
ところで,この 『工場統計表』は職工5人以上の製造所を ｢工場｣として
把握し,それ未満については調査の対象外としているが,5人未満をも含む
すべての製造所を把握している 『農商務統計表』の蘭延によると,当時の蘭
延頬の製造戸数は11万台という膨大な数である｡1909年についてみると,職
工数も21万3499人,その生産額は508万7848円である｡工場生産として把握
されているのは,それぞれ,その0.12%,1.0%,9.01%にとどまり,以後は
さらに小さくなる｡
以上のことから,蘭延生産は製造戸数,職工数,生産額において,圧倒的
に5人未満製造所のそれであるが,そのようななかでも1909年には生産額の
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第 1蓑 全工場における蘭延工場のウエイトならび蘭延業における工場生産のウエイ ト
全 工 業 部 門 工 場 (a) 蘇 延 工 場 (b) 蘭 蓮 製 造 業 (C) 全工場中の両建工場のウエイ ト b′a 全製造業中の工場のウエイ ト b/C
工場数 職工数 生産額 工場数 職工数 生産額 製造戸数 職工数 生産額 工場数 敬工数 生産振 工場数 職工数 生産後
入 門 入 門 人 円101,993 - 4,608,428 % % %2.70 1.00 - % % %
1898年(明治31) 7,070 428,898(3 03) (176475) 191 4,948(0) (2.037)
0.19 - -
1909年 32,228 800,637 144 2,139 213,499
(明治42) (9,155) (307,139) 796,428,633 (1) (517) 457,952 117,802 (75,696) 5,087,848
1914年(大正3) 31,717 948,265(14578) (383957) 1,370,792J339 器) (82…三) 217,609 ･14,854 1(9637:841…) 8,043,829
1919年(大正8) 43,949 1,520 ,446(26 7) (814392) 6,832,032,254 (;≡) 2;S…喜) 2,795,826 115,790 を喜;莞 冒)31,611,893
註(1) 『明治31年全国工場統計表』,『工場統計表 』 ( 1909年 1914年 1919年)より作成
(2) 工場数欄 ( )内はうち原動幾使用工場 .
(3) 磯工数欄 ( )内はうち男工数.
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9.0%を5人以上工場が占めていて,それは1898にはさらに大きい割合を占
めていたと推定できる｡すなわち,明治30年頃には工場生産のウェイトは大
きく,工場生産は一定の展開を遂げていたといえるのである｡
(2)蘭延業の輸出産業としての位置
蘭草を原料とする蘭延には,国内向けの畳表と外国向けの花延あるいは花
共産,莞延と呼ばれる蘭産額があり,明治10年代末からの蘭延生産の急速な
発展はこの後者の輸出花延の生産による｡
第2表は,この増加する蘭延生産における蘭延の輸出の状況を示すもので
ある｡以下,検討しよう｡
1897(明治20)年を始点とするこの表において,蘭延輸出額の増大はその
額と増加のテンポが著しいこと,この輸出商延の増加によって蘭延全体の生
産額の著しい増加となっていること,生産額中における輸出額の割合が一挙
に増大していることを,まず,指摘できる｡しかし,以上は1902(明治35)
年までの動向であり,この1902年から以後は異なってくるo生産額はなお増
大するが,輸出額は減少しており,従って生産額中の輸出の割合は低下して
いく｡1902(明治35)年がその画期である｡
明治10年代の後半に蘭延の海外輸出が始まった当初はイギリスがその相手
国であったが∴それは忽ちにしてアメリカ-とかわっていくoこの表におけ
る輸出車のアメリカ-の輸出は,1887(明治20)年から1892(明治25)年に
かけて著しく増大して,アメリカ-の輸出が圧倒的なウェイトとなる｡この
1892(明治25)年に95.6%となった対アメリカ輸出は,1902(明治35)年に
総輸出総額が増加するなかで94.8%を占めているのである｡このような対ア
メリカ輸出であるが,それは以後,急速に減少するのである｡
蘭延生産の増大は,1902(明治35)年をピークとする蘭延の輸出によって
もたらされたのであり,その輸出はアメリカを相手とするものであった｡こ
の対アメリカ輸出によって蘭蓮生産は発展したのである0
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第 2表 輸出品としての蘭延
蘭 延 輸出総蘇 主 要 輸 出 品 (製 造 業 ) 輸 出 額
輸出額中生産額 輸順 同比率 冒警蒜品額 比 率 生 糸 製 茶 綿 糸 絹織物 マ ッチ 陶磁器
1887年 千円 千円 % % 千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円900 36 4.0 79.6 51,700 19,280 7,603 0 321 942 1,312
(明治20) (0.70) (100.0) (37.3) (14.7) (0.62) (1.8) (2.5)
1892年 2,245 1,177 51.2 95.6 71,326 36,270 7,525 8 3,757 2,202 1,480
(明治25) (1.7) (100.0) (50.9) (10.1) (0.01) (5.3) (3.1) (2.1)
1897年 5,650 3,233 57.2 83.5 219,301 55,630 7,860 13,490 9,853 5,642 1,819
(明治30)_ (1.5) (100.0) (25.4) (3.6) (6.2) (4.5) (2.6) (0.83)
1902年 8,551 6,772 79.2 94.8 271,731 76,859 10,484 19,902 27,399 9,170 2,462
(明治35) (2.5) (100.0) (28.3) (3ー9) (7.3) (10.1) (3.4) (0.91)
1907年 ll,040 5,743 51.9 91.7 494,467 116,889 12,618 30,343 31,754 9,446 7,216
(明治40) (1.2) (100.0) (22.0) (2.6) (0.1) (1.4) (1.9) (1.5)
1910年 10,704 3,753 35.0 74.4 618,992 150,321 13,464 53,680 30,101 12,044 5,451
(大正 1) (0.61) (100.0) (24.3) (2.2) (8.7) (4.9) (1.9) (2.3)
1917年 13,749 2,468 18ー0 70.0 1,035,811 355,155 21,756 108,139 62,858 24,586 14,474
(大正 6) (0.24) (100.0) (32.3) (2.1) (10.4) (3.2) (2.4) (1.4)
1922年 28,012 3,341 11.9 ? 1,890,308 670,047 17,829 114,723 107,928 15,563 21,211
註 1) 『日本帝国統計全書』より作成.ただし1887･1892･1902年の生産額は各年次の 『農商務統計表』より,輸出額中
の対アメリカ輸出額の割合は 『帝国統計年鑑』より作成.
2)この 『統計全書』には蘭延の輸出額は野草延の輸出額として記載されているが,昭和 3年まではすべて蘭蓮であ
る.
3)輸出額欄 ( )内は,輸出総額中の比率.
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つぎに,この輸出商延の輸出全体における位置をみよう｡
第2表は,主要輸出品との対比のなかで,この輸出蘭延をも示す｡ここに
は輸出の大宗であった生糸のほかに,近代工業製品である綿糸,近代工業-
と転換する絹織物と在来産業である製茶,陶磁器,そして移植都市手工業の
マッチをとりあげてあるo明治期の輸出品における首位を占めてきた生糸に
ははるかに及ぶべくもないが,他の主要輸出品と比較しよう｡主要輸出品で
ある製茶の輸出額とはかなり近い額となる時期があり,マッチともそうであ
る｡また,明治30年代は綿糸 ･綿織物の3分の1ないし4分の 1程度を占め
た｡そして,明治30年代には輸出産業として急速に発展した陶磁器の輸出額
をかなり大きく上回っている｡そしてなによりも,1902(明治35)年には輸
出の大宗の生糸の約9%ほどに達していたのである｡この明治期には,輸出
商延はわが国輸出における重要な位置にあったといえるのである｡
後年には,産業構成上において微小ともいえる蘭延生産は,明治中期とい
う時点ではわが国製造工業にあってそのウェイトは高く,輸出産業として重
要な位置にあった｡以下では,後年には,零細な家内工業,農家副業として
特徴づけられるこの輸出花産業の展開過程を検討する｡その過程において
は,第一に,明治20年代における発展の諸条件と存立形態 ･存立条件,第二
に,1902(明治35)年をピークとする停滞の要因などが主要な検討点となる
であろう｡ここでは第二の論点に到る過程について検討する｡
3 蘭延生産の展開
(1) 全国的動向
ここでは当該の時期における蘭延業の展開状況を 『農商務統計表』に主と
してよりながら検討していく｡
『農商務統計表』においてほ,蘭延については,すでに第 1次に記載があ
り,つづいて第2次,第4次,そして第9次においてもみられるが,これら
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の年次はいずれも生産価額のみであって,製造戸数の記載は第11次からであ
るo Lかし,この第11次においても職工数の記載はなく,それがはじまるの
は第22次 ･1905(明治38)年度からである (なお,その後,1915[大正14]
年から記載項目に変更が生ずる)｡しかし,この1905(明治38)年以降にも蘭
延類製造には生産手段の記載はないoこのようなことから,生産形態を推測
する手懸 りとなるものは少ないO従って,展開状況を十分把撞できないが,
以下,第 3表にもとづいて検討しよう｡
第3表 蘭建製造業の概要
製 造 戸 数 職工数 l(内諾 完 遂) 職圭表~才あ篭 り額
戸 人 円 入 門
1887年 899,989
(明治20) ( ? )
1892年 2,244,845
(明治25) (563,800)
(lRA893 7) 68,316t6t,8474_42 (≡;3喜…莞…) 53.2
(諾A93, lil,325闇 2: 諸 芸芋…) 41.4
(諾凱 106,409(:蓋;……喜 177,570 (三豊 gSS, 1.7日 :.… 73.5
(1RA9032, i17,802t10:6:,喜…喜 213,499 1(芸濃 訂 1.8日 l:5 94.5
(x9凱 114,8i4(105:,:60:0: 193,812 (≡,Z:S,≡:?, 1.7日 .:5 70.0
註1)各年度 『農商務統計表』より作成.
2)製造戸数 上段:畳表･莞蓮 中段:輸出向莞延 下段:両者を兼ねるもの
(但し:1919年は上段:畳表,下段:共産･莞延).
3)1戸あたり平均職工数の上段,中段,下段は2)の1戸あたり平均である0
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1897(明治20)年に生産額は約90万円であったが,1802(明治25)年には
224万余円,1894(明治27)年365万円と急ピッチで増大しており,この間に
1戸あたり53.2円から明治40年代の90円台に伸びている｡1905(明治38)午
からみられる職工数記載によると,この間にそれは17万人台から20万人台へ
と増加していて,1戸あたり1.6人から1.9人となっている｡以上は性格を異
にする畳表と花延を一括した製造戸の平均であるが,1905(明治38)年から
記載されている種別にみると,輸出向花延は5.4人で,畳表 ･共産等の1.5人
を遥かに上回っているのであり,輸出向花延部門に ｢工場｣の展開を予想さ
せる｡この花建部門はその後もほぼ同じ大きさで,1909(明治42)年も6.0人
であるが,1924(大正3)年には1.5人-と大きく減少する｡他方,花延と畳
表 ･共産を兼ねるものは1戸あたりは,1909(明治42)年の1.5人が1914(大
正3)年には3.0人と大きくなっていて,花延部門の減少と対既的である｡明
治40年代に輸出花延生産の停滞の時期に輸出向花延製造業者が内地向生産-
と転換したものと思われる｡
(2) 主要府県別動向
以上は全国的動向であるが,これを主要な府県についてみよう｡初期を除
いて,岡山,広島,大分,福岡,静岡,石川,熊本の7県を主要蘭延生産県
とすることができる0第4表はこの7県についてのものであるO以下,これ
にもとづき生産状況等の把握を行ないたいO各時期によって記載事項に差異
があるので,全期間を通じて同一基準での把握は困難であるので,いくつか
の時期に区切って検討していく｡
まず,1895(明治28)年であるが,この年の岡山県の1戸あたりの生産額
は抜群の大きさである｡特に輸出花延におけるその大きさは著しい｡1898
(明治31)年も岡山県のそれは同様に大きいが,1895年と比べると大きく減
少しているoLかし,この年には149の ｢工場｣が記載されており,マニュア
クチュアの広汎な展開がみられる｡
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第4表 主要蘭延生産県における生産者の状況
岡山 広島 大分 福岡 静岡 石川 熊本 全国
1895(明治28)午製 造 戸 数 8,950 20,053 24.834 9,869 4,441 2,365 2,814 103,044
(墓 表 .英 霊 665 6,295 4,147 2,473 - - - 13,9778,28 13758 2068 7396 4,441 2,365 2.814 8906
1戸あたり生産額 276:0 61.7 25.2 39.3 - - - 55.5
花 延 264.0
か よ .典 宙 4.3
1898(明治31)午製 造 戸 数 7.762 12.241 19,117 9,721 3,901 3,147 3,501 101,993
o花 産 の み 805 1,334 1,8 2,144 0 143 1 4,458
工場 i義工芸 149 22 0 0 0 1 1 1914,963
C畳 表 ､共 産 6,957 10,907 19,099 7,577 3,901 3,004 3,500 97,535
1戸あたり生産額 45.2
輪 出 花 選 819,2 645.1 962.4 104.3 .- 258.1 2′774 469.3
頒 ム 札ー 25.8
1905(明治38)午 106.409製 造 戸 数 10,165 12,357 23.184 8,530 4,908 5,412 6.101
907 1,694 2 1,698 1 233 -274 3 35 1,340 3 6 280 1,26 18,8 7 28 2 8 13 4,627 2492 6,loo 4.65910538912157.41戸あたり職工数 1.67
5.491520
1909(明治42)午
製 造 戸 数 10,630 14,982 22.431 9.344 5,193 4,381 7,041 117,802
1,028 1,544 2 2,252 336 279 -305 2371 138 3169 125 1.051 29297 1 067 22,291 .92 4,72 3, 7,039 6′0317,6701041887.9
1戸あたり職工数 1.81
5.491516
1914(大正3)午 114,854製 造 戸 数 10,535 15,670 20,514 8,021 4,982 4,512 6,459
1.307 1,349 2 1,976 - 61928 2086 310 3238 923 18 0 1 15 20,20 2807 4,948 3,58 6,458 5,6008243101011
1戸あたり生産額 7().0
1戸あたり職工数 1.69
隈 等芸 蓋 1.52309
1919(大正8)午 115,790製 造 戸 数 H,019 15,845 19,700 7.521 5,827 4,60() 6,128
僅 垂及花慧 1,242 5,979 33 5,455 1,339 818 359777 9866 19,667 2.066 4488 3,782 6,093 30,8408495
1戸あたり生産額 760.9 419.7 281.9 333.2 246.4 276.4 149.2 273.1
1戸あたり職工数 1.62
註圭∃姦蓮芦表題警笛鷲還4篭鮫郵貯 戯 評盟葦
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1898(明治31)年は1花延工場あたりの職工数が算出できるが,岡山県は
149工場の平均で24.5人,広島県は22工場の平均33.0人,全国は191工場の平
均で26.0人となる｡岡山県は広島県より小さく,全国平均にも及ばないが,
全国平均はこの両県のそれに規定されており,この2県がその他とは隔絶し
た大きさであるO岡山県は広島県より小さいが工場数は格段の大きさであ
り,広汎に ｢工場｣が展開していたことになる｡さらに1909(明治42)年に
は広島県が1.8人と縮小しているなかで,岡山県は23.5人と抜群の大きさが
続いている｡多数の職工を使用する花延製造所が数多くあるということであ
る｡同時に注目すべきことは,この岡山県は花延では抜群の大きさを示す
が,畳表及共産では1.1人と他よりはるかに小さく,この部門には零細な製
造者が多いことである｡すなわち,岡山県には輸出花延における広汎な ｢工
場｣生産の展開とともに畳表 ･巽産製造に多数の零細製造者がいるのであ
る01914(大正3)年には岡山県の1戸あたりの生産額はなお抜群の大きさ
であるが,1戸あたり職工数は小さくなり,他県との差が縮小している｡そ
れはことに輸出花延部門の1909(明治42)年の23.5人から1.0人-という非
常に大きな減少を内容としており,この間の輸出花延製造における大きな変
化があったのである｡注目すべきことは,この輸出花延製造戸数は増加して
いること,および,輸出花延と共産 ･畳表とを兼ねるものが増加し,この兼
業部門では1戸あたり職工数が14.5人と大きくなっていることである｡この
ことから,この輸出花延業の有力なものに内地向製品の製造に転換するもの
があったとともに,従来の輸出花延製造業者とは異なる,零細業者による輸
出花延の製造が始まったということが推測できる｡
1919(大正8)年は統計基準がやや異なったので同一基準での比較はでき
ないが,岡山県は1戸あたり生産額は大きいものの,職工数では全国平均を
下回るに至っているo花延及び共産では他よりかなり大きいが,畳表では多
数の零細生産者が存在していて,1戸あたり規模は小さくなっているのであ
る｡岡山県には同年,全国99｢工場｣のうちの過半である55｢工場｣が集中
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しているというように,一万には規模の大きい共産 ･花延業者が存在すると
はいうものの,かつての高まりはなく,この岡山県はいまや零細な蘭延製造
業者の広汎な存在をもって特徴づけられるに至っているのである｡わが国の
明治 ･大正期における蘭延製造業の生成 ･発展 ･衰退の歴史は,この岡山県
における動向に端的に表現されているといえる｡
4 主要産地岡山県における花延の統計的整理
(1) 概観
明治中期には製造工業において一定の地位にあった蘭産業は,特に岡山県
において最も著しい発展をみせ,ここには広汎な ｢工場｣生産を展開してい
たoここでは,この岡山県における蘭産業の展開状況を検討しよう0
第5表は,この岡山県における蘭建生産についての概括を示す｡
1899(明治32)午,岡山県に存在する蘭延製造戸は9543戸,1戸あたり織
機1.6台,職工1.8人である.そのうち畳表 ･共産は9070戸,1戸あたり織機
1.2台,職工1.2人であり,ここは多数の最小規模の生産者であるoこれに対
して花延は473戸,1戸あたり織機8.7台,職工13.1人であって,この473戸の
平均でのこの大きさは,ここに広汎な ｢工場｣生産が成立していることを示
している｡
この花延製造戸は,以後,1904(明治37)年にはさらに戸数が1113となる
なかで,1戸あたり織機15.8台,職工16.3人と規模は大きくなり,さらに
1909(明治42)年には戸数が若干減少はするが,1戸あたり織機数22.4台,
職工23.4人となっているのである｡その後は,戸数が増減するなかで,1戸
あたり織機数,職工数は1915(大正4)年は8.4台,8.4人,1919(大正8)
年は5.5人 (織枚数不明)となり,小さくなっていくO
このような趨勢であるが,そこにいくつかの特徴点を指摘することができ
る｡第一は,1900年代に多数の花車製造者が存在していること,第二に,花
- 2 3 1 -
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第5表 岡山県蘭延業概況
花 董 畳 表 .真 産 蘭 違 合 計
!製造戸数 機械 職工数 生産高 製造戸数 機械 載工数 一 生産高 製造戸数 機械 磯工数 ! 生産高
1884年(明治17) 戸 台 人4,122 6,190 本 戸 台 人 枚 戸 台 人 枚
円 5,545 - 1,065,518 5,545 - 1,06515砦
1899年 148,510 10,980 10,980 2,001,850 15,102 17,170 1,546,63632741795 9870.722838 7
(明治32) 473 (8.7) (13.1) 1,102,563 9,070 (1.21) (1.21) 440,068 9,543 (1.58) (1.80)
1904年 17,580 18,113 379,831 5,514 2,036,755 23,627
(明治37) 1,113 (15.8) (16.3) 2,835,410 5,515 - (1.00) 438,766 6,628 - (3.57)
1909年 23,130 24,156 429,205 10,999 2,361,268 35,155
(明治42) 1,028 (22.4) (23.4) 3,152,434 9一602 - (1.14) 823,767 10,630 (1.14)
1915年 7,224 7,224 158,949(1,2.251) 10,812 2,279,841 18,036
(大正4) 863 (8.4) (8.4) 1,096,940 9,682 - (1.12) 673,782 10,545 (1.71)
1919年 - 6,798 467,534(1,975478) 10,122 3,022,567 16,920
註 1)各年度 『岡山県統計書』より作成.
2) ( )内は1戸あたり平均.
3)生産高 :上段は数量,下段は価額 (円).数量 は花延 は本,ただ し19 15, 1919年の ( )内は枚数,畳表 ･真産は枚
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建製造者の規模の大きいことである｡
第6表は,この時期の個別工場を記載する ｢工場細別｣欄を整理したもの
である｡これによると,職工10人以上を ｢工場｣とするこの ｢工場｣数は,
1899(明治32)年は95で,以後,1904(明治37)年52,1909(明治42)午
44,1915(大正4)年13,1919(大正8)年16である｡各年のこれら ｢工
場｣の平均職工数は,それぞれ22.4人,21.6人,18.0人,16.2人,29.2人と
なる｡1899(明治32)年が ｢工場｣数が最多で,1919(大正8)年の少数工
第6表 岡山県花産業規模別製造所
1899年 1904年 1909年 1915年 1919年
(明治32) (明治37) (明治42) (大正4) (大正8)
製造所 職工 製造所 職工 製造所 職工 製造所 職T_ 製造所 職工
総 数 473- 6,190 1,113-18,113 1,028-23,130 863- 7,224 1,242- 6,798
(13.09) (16.26) (22.78) (8.73) (5.47)
職工10人未満 378- 4,067 1,061-16,989 974-22,339 840- 7,013 1,026- 6,331
(10.76) (16.0) (22.93) (8.35) (6.17)
/ 10-19人
(265) (115) (146) (45) (83)
〝 20-29人
(267) (127) (82) (21) (19)
/ 30-39人
(167) (73) (16) (10) (34)
〝 40′-49人
(69) (24) (61)
〝 50-99人
(128) (53) (36)
〝100人以上 1- 100 1- 100
(50) (100)
職工10人以上 95-2,123(946) 52-1,124(468) 44- 791(304) 13- 211 (76) 16- 467(197)
小 計 (209)(22.39) (4.67)(21.64) (4.28)(17.99) (1.51)(16.22) (1.29)(29,19)
註 1)各年度 『岡山県統計書』より,ただし1909年は農商務省工務局編 『大正9年全国工
場通覧』より作成.
2) ()内はうち男工,( )内は1戸あたり平均職工数.
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場での平均の大きさは別として,平均職工数も大きく,この時期が ｢工場｣
生産が最も盛んであったといえる｡
(2)郡別状況
第7表は,花延 ｢工場｣生産が最も旺盛であった頃の1899(明治42)年の
郡市別状況を示すものである｡この年,蘭延全体は,都窪郡が全県の48.3%
で最大の産地であり,御津郡16.4%,吉備郡14.0%,児島郡9.7%がこれにつ
ぐ｡これを畳表,花延別にみると,都窪郡はそれぞれ41.5%,51.5%でとも
に最大で,ことに花延は全県の約半分を産する｡畳表は御津郡が34.0%,花
延は吉備郡が15.4%で都窪郡につぐ｡
全県では 1戸あたり織機1.2台,職工1.2人の畳表は,いずれにおいてもそ
の程度であり,最小規模の生産者が大部分であるO花延は,多くの郡は全県
平均を上回っているが,最大の産地である都窪郡は 1戸あたり7.5台,9.7人
で全県の平均をかなり下回っている｡この都窪郡には全県の半分以上の花延
製造者がいるが,この花延生産地には小さい規模の製造者も少なくなかった
であろう｡それは1戸あたりの生産数量 ･生産価格が小さいことからもいう
ことができよう｡
職工10人以上の ｢工場｣は全県に95ある｡都窪郡には39あるが,全県中に
占める割合は全製造戸数のそれと比較して小さく,児島郡,吉備郡,御津郡
に相対的に多いoそれらをはじめとする蘭業中心地都窪郡から離れた所で
は,このような ｢工場｣形態での花延生産が主体となっているのである｡そ
うではあるが,この都窪郡には県下では最大の ｢工場｣やそれに準ずるもの
があり,主要花延生産地にふさわしい展開を遂げているのである｡
なお,この花延製造所職工規模別は,『岡山県統計書』の ｢工場細別｣欄に
ある職工10人以上工場とその職工数を全製造戸数とその職工数から差し引い
た残 りを10人未満工場とすることによって10人未満工場数とその職工数を得
たものである｡職工10人未満であるにもかかわらず,その1工場あたりの職
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工数は10.4人であり,いくつかの郡ではそれはかなり大きくなっている｡こ
のような矛盾したこととなるのは,あるいは,｢工場細別｣欄に10人以上工場
のすべての工場が把捉されていないということによるのかもしれないoとも
あれ,10人未満工場のこの職工数の大きさは,職工10人未満といえども多く
は10人にかなり近い規模の製造所であったということを推測せしめるもので
ある｡
第 8表は,この年とその後の年の花蓮製造者の推移を示す01909(明治
42)年から1915(大正4)年にみられた製造者数の減少のなかで,1戸あた
りの織機数 ･職工数の減少はほとんどの郡で共通であるが,都窪郡,児島郡
は減少は小さく,かつ 1戸あたりの規模も大きいO全体的に停滞的になるな
かで,都窪郡は主産地となっている｡そのことは ｢工場｣の推移にもみるこ
とができる｡
5 岡山県における花延業の展開
(1) 花蓮の発明と展開
①錦莞延と綾蓮の発明,海外輸出
わが国における蘭蓮改良における画期は,1878(明治11)年における磯崎
(1)
眠亀による錦莞延の発明にある,と多くの文献は記しているが,1897(明治
30)年という最も早期の 『花延柔纂』の記述が典拠的記述となっていると忠
われるので,以下これによってみていこう｡その記述は,
抑々本県下こ於テ製造スル処ノ共座即チ並花蓮ナルモノ-,各自専ラ荒苧ヲ手紡
シテ縦糸 トシ概子曲尺一尺二付四十本許ヲ以テ普通ノ定度 トナシ,其紋様ノ如キ亦
夕普通ノ綾取こ併リテ鮭し織スル延目ニヨl)染蘭ヲ用ユルモノナルニヨリ,通常市松
形即チ石畳,矢羽形等ノ数種有ノミナリシ,明治九年ノ頃都宇郡帯江新田即チ今ノ茶
屋町磯崎眠亀ナルモノ意ヲ蘭席ノ改良こ注ギ一意専心此業二従事シ,明治十一年五
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第7表 岡山県郡別蘭延業概況ならびに花延製造者規模別状況
蘭 延 合 計 畳 表 花
芦蓋 - 故 - 敢 生産- 震琵 票差 秩枇 虹 救 生産数A 生産- 霊琵 撃叢 脚 数
岡 山 市 戸 台 人 円 % 戸 台 人 枚 円 % 戸 台
55
154 (I.40) (I.47) (115.39) I.2 150(1.07) (1.07) (186.7) (37.33) 1.3 4(13.75)
御 搾 郡 3,734 3.977 244.789● 349
2,878 (1.29) (1.38)..(85.05) 16.42.850(1.19日1.19)(232.01日52.93)340 28(12.46)
邑 久 郡 75 75 9.536 3542 0.64 40 0.18 2
(17.0)
上 道 郡 92
246 (1.3g) (i.76) (129.94) 2.1 240 1.8 6(15.33)
児 島 郡 414
345 (2.22) (3.29) (423.08) 9.7 300 3.2 45(1.17) (1.17) (217.7) (46.80) (9.20)
都 建 都 2050
4,182 (1.68) (1.82) (172.95) 48.33910 41.5 272 (7.53)
浅 口 郡 34 (9.24) (18.4) (臥 12) 2-2 31434 (9.2)
小 田 郡 112
609 (1.25) (1.45) (104.16) 4.2 600 6.7 9(12.44)
俵 月 那 59
59 (1.93) (1.92) (292.76) 1.2 50 0.50 8 (7.38)
書 儲 郡 64265 (9.87)995 (1.76) (2.05) (221.07) 14.0 930 (1.20) (1.20) (235.0) (51.62) 10.2
全 県 4,122
註1)『明治32年度岡山県統計書』より作成.
2) ( )内は平均.( )内はうち男工を示す
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ユ899(明治32)午
蓮 花 延 製 造 者 職 工 規 模 別
JBZ放 生鍬 1 生産棚 霊琵 全 鵬 戸数 10人未済 芸 人 以嘉 10人以上うちわけ10人～ 20人～ 3 ～ 40人～ 50人～ 100人～
人 本 円 % 4- 67 4- 67
(16.75) (429.0)(3,042.75) 1.2 (16.8) (16.8)
(60)8.9 (7) く12) く20) - (21) -
(21.2) (19.2) (295)
35 1120 8736 l-22
(17.0) (560.0) (4.3680) 0.83 (6)(17.5) (ll.0) (220 - (6) - - - -
183 3,312 24JO90 2.3 く10) 1-20- (10) 一 一 一 一
(30.5) (552.0) (4,015.8) (30.6) (32.6) (20.0)
(1;?;4) I(;;:鷲 ) (2慧 ?≡;, 12.5 く249)(17.4) (10.1) (24. (56) く55) く62) (23) く53)
(971) (261.0)(I,979.50) 5m
(373) く108) (111) く29) く21) (54) く50)
3.1 く136) (58) く23) (56) 一 一 一
9- 231 9- 231
(24.56) (470.2)(3.733.56) 3.2
8- 118 8- 118
(i4.75) (258.1)(I,884.13) 1.4
(14.2) (349.1) (2.491.54) 15.4 (112)(14.2) (15.8) (19.6 (36) く51) - (25)
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第8表 岡山県郡別花延業状況の推移
1899 1904 1909
(明治32)午 (明治37)午 (明治42)午
製 満 載 生 生 淋 接 戦 生 生 製 織 放 生
道 産 産 遺 産 産 道 産
横 工 h I 機 工
戸 数 価 戸 数 価 p- #
数 政 数 土 塀 政 政 教 I 畷 敢 政 教 且
杓LLJ市御浄郡邑久上道那児島細鍵浅口小田後月群書伸 戸 台 人 本 円 戸 台 人 本 円 戸 台 人 本
221 231 3.088
15 (3.3)(20.0) (66.7) (803.67)
28(12.5)(21.2) (445.7)(3.355.39) 102(13.7)(14.2) (386.6)(2.941.03)
2(17.5)(17,5) (560.0)(4,368.00) 3(13.3)(15.0) (666.7)(4.950.00) 2 (160.0) (167.7) (935.5)
344 358 4,919
6(15.3)(30.5) (552.0)(4.015.00) 14 (7.1) (7.9) (321,4)(2.391.43)
45 (9.2)(17.4) (371.9)(2,931.62) 64 (7.8)(10.2) (192.7)(1.537.50) 31 (26.5) (27.9)(491.77)
272 (7.6) (9.7) (261.0)(1,979.50) 559(17.0)(17.2) (376.8)(2.845.39) 164 (22.9) (23.9)(1,347.0)
34 (9.2)(18.4) (369.7) (960.12) 78(10.3)(10.8) (275.6)(1.735.71) 106 (13.5) (14.1) (251.7)
53 55 547
9(13.5)(24.6) (470.2)(3.733.56) 8(16.2)(18.I)(i,125.0)(8,630.00)
50 52 298
65 (9.9)(14.2) (349.1)(2.491.54) 253(19.7)(20,3) (309.1)(2,263.28)
全 県
証 1)各年度 『岡山県統計蕃』より作成.ただし工場数棚1919年は 『大正9年全国工場通覧』よ
2) ()内は1戸あたり平均.
3)工場数欄は,工場数,職工数.( )内はうち男工数を示す.
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1915 1919 工 鵜 政(大正4)午 (大正8)午
坐 製 織 塀 生 生 牡 秩 生 生
塵 道 産 産工 遵 産 塵I 明 明 明 大 大泊 治
価 機戸 数 価 戸 数 価 治 正 正32 37 42 4 8
敬 教 政 数 Jt 額 政 教 Jt 頓 年 年 年 年 年
円 戸 台 人 本 円 戸 人 本 円 4- 3-- 178 54 - -26,865〔3.837.86)
(180.3十 枚 (271.0+ 秩 (48) (19)6- 6- 4-171 153 48 - -
299,376 1,120.1) 373.9)
(3.402.00) (281.0+593) (275.3+496)
13,114(6,557.00) 17 17 - 2.657 10 190 2.040 1- 1- 1-22 36 22 - -
( - +1407) (95.0+- ) (6) (8) (4)
34.437(4.919.5) 1-20 - - - -
(237.4+6764) (183.8+2220) (10)
119.511(3,855.9) 32(2芸ヲ岩)(2左ヲ岩) 1喜謂 5(3協 巧言)
(470.2+26452) (204.7+2928)
1,639,817(9.98.88)385(17.I)(17.I) 436,007(1.060.94) 531 (3.5) 60.523(3.048.85)
(137.5+11325) (261.1+1140)
186.789(1.72.16)3 74(943502,0685338172225 144 (…ヲ宇) (…ぞ宇) 乱発4 (芸子畠発言) 13- 4- 2- 5-240 46 - 21 75
(111.4+ (675.1+
1,376.0)2 - - -221(10.5 (10.5 358528(I.521,19 785.7)2221と…72) 諾謂 o(2胃…テ!弘 1-- 38 - - -(15) 1-一 一 ~ ー 34(34)4 575 70 - -
(263.3+I,62.3) (239.2+1,815.1) (112)(24)
3.152.434(3.066.57)863 (8.4) (8.4) 1.128.251(1,271.08) 6.798 467,534 5,620.32y1,242 (5.5) 1.95.478 (4,5252)
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月二至り遂二錦莞延ノ発明ヲ為シクリ｡其品質頗ル精巧意匠亦温雅ニシテ,実二本
(2)
邦蘭延改良ノ噂矢ナリトスO
となっている｡
蘭草を加工する畳表とともに英座はすでに製造されていたが,この従来の
共産に改良を加えたものが錦莞延であり,磯崎眠亀によって1878(明治11)
年に発明された｡これによって花延が世に現われた｡
それは,従来の英座が国内向けであったのと異なり,海外への輸出品とな
るOこの事情を 『花廷愛慕』はつぎのように記している｡
明治十三年磯崎眠亀自力ラ錦莞延ノ見本数十種ヲ携-神戸港二至り,外商舘二就
キ種々輸出ノ途ヲ需メタリシモ,当時目ヲ蘭延二著クルモノ甚ダ稀ニシテ同港浜田
篤三郎ガ見本品数種ヲ購ヒタルノ外一人ノ之ヲ顧 ミルモノナカリシ,浜田-該品ヲ
英米二国こ送致シ之レガ販路ヲ求メタリシこ,翌年二至り姶メテ英国ヨリノ注文ヲ
受ケクリ,之乃チ県下蘭延輸出ノ噂矢ニシテ本邦花延ノ初メテ外国二輸送セラレメ
ルモノナラン｡
明治十七年独逸国-ソボルグ府シー･アイ ･ブラガンプ,ナルモノ岡山市蘭席業
今谷直平ノ宅二付キ製品販売ノ契約ヲナシ,亜デ翌十八年こ至り米国メl)-ランド
州シー･ライヲソ,ナルモノ亦夕今谷二就キ売買ノ契約ヲナセl),統テ東京木村第
二支店堀越善十郎ヨリ本庁ヲ経テ多数ノ注文ヲ為シタル等ノ＼皆ナ之レ花延輸出ノ端
(3)
緒ヲ開キタルキノナリO
従来の英座-並花延とは異なるこの海外輸出品となるには,｢当時製造ノ
並花延ノ＼内地需要ノ品ノミナ リシヲ以テ一般弐間ヨリ長尺 ノモノナカリシニ
ヨ1)弐間物拾枚 ヲ接続 シテ弐拾閣 下ナシ輸出セシモノナルヲ以テ,裏面二其
継 目ヲ見-シ両面使用二堪-難キモノナ リシ花延 ノ輸出ノ端緒 ヲ開クヤ,県
(4)
下延業上二一大刺戟ヲ与-｣たが,そこには製品上の工夫があり,それが発
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展の要因となったo
この錦莞延の発明と海外輸出に刺戟されて,この業に着目するもの多く,
藤沢丈七はこの錦莞蓮の模造を企てた｡しかし,1885(明治18)年の専売特
許条例の公布を受けて,磯崎眠亀は,錦莞延および該織機の特許を得た｡そ
れによりこの模造が不可能となったので,藤原丈七は-転して撤密なる綾延
の製造を始め,1886(明治19)年に至り,一定織機を発明し,綾蓮が開発さ
れた｡これは大きな影響を与え,藤沢丈七は花延改良の中興の祖といわれ
(5)
る｡
そして,｢外国輸出地膚ノ僅二数年ニシテ長足ノ進歩ヲ為シタルモノ-,
当初尤モ精微優美ナル錦莞廷ノ発明アリテ之レガ先導ヲ為シタルT,高尚逸
美ナル放逐ノ之ガ後進ヲ為シタルニ依ルモノナラン,故二本邦輸出地席ノ主
産地-岡山県ニシテ,今日岡山県二於テ本場 トモ唱フベキ花延製造ノ中Jレ ､
〔6)
乃チ鏑花延及ビ綾延ノ発生地タル都宇郡茶屋町ノ地ナリトス｣,と記してい
る｡
②花延生産の展開
このことに関して当時の新聞には,｢茶屋町綾建社に出願中の特許は本月
(7)
十一日付第七七六号にて特許したり｣,と藤原丈七の織機が特許を得たこと
を記すが,｢茶屋町綾延社より本郡豊州村彩綾社及ひ児島郡東興除村児島興
産会社へ係る綾蓬産織機偽造の告訴事件に付岡山裁判所三輪予審判事 ･上原
書記は一昨六日,昨七日の両日,両社-出張し犯罪に係る実地の取調ありた
(a)
り｣,と不法模造があることが記されている｡それは,｢過般本郡豊州村の
彩綾社は茶屋町なる綾延社の発明せる綾延社の機械を模造し特許権を侵害し
たるゆへ後産社より岡山裁判所-訴出で既に予審終決の際となりしところ,
橋本都窪郡長の取扱にて彩綾社より約定書を差入,此程穏便に事済みた
(9)
り｣,というように解決しているのであるが,このような模造の動きのなか
にもこの時期の旺盛な勢いをみることができるであろう｡
- 2 4 1 -
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この時期のその旺盛な勢いは,花延製造に会社形態をとるものが現われる
ことにみることができる｡『花延垂纂』は,｢明治二十三四年ノ頃二至 1)県下
製産会社ノ勃興スルコ月巨常二盛ソナ1)｣,と会社勃興があり,そして1893
(明治26)年には紋花延なるものが現出し,｢二十七八年二至 り最モ隆盛ヲ極
1_L､い
メタリ｣,と記しているが,当時の新聞記事には,その様子が報 じられてい
る｡
児島郡藤戸村三沢虎次郎の発起にて,同村にて数百坪余の職工場を新築し不日花
延を織出し坂,神等-輸送する由.資本金は壱万円なりといふ.
(｢花延会社｣『山陽新報』1890〔23〕･8･16)
香川真一,関唯助其他五六名の発起人より成る花延製造会社は賀陽郡庭瀬駅に設
置せん都合にして,其後案外賛成者多く目下満員の有様なれば近 全々工場の建築に
着手さる都合なりと｡ (｢花延製造会社の設立｣『山陽新報』1891〔24〕･6･4)
都窪郡早島村の同会社は資本金弐万円を以て花延製造輸出を営業するものにし
て,頭取には納所勇,取締には大森孫九郎,大森甚平,支配人には満手新太郎の諸
氏当摸し就任せるが,尚盛んに業務拡張を計る筈｡
(｢早島物産会社｣『山陽新報』1891〔24〕･6･10)
③花延製造者の存在状況
このように会社を生み出しつつ明治20年代には大いに発展したが,ここで
生産者の状況をみておこう｡1886(明治29)年 7月現在の岡山県花延魁合の
∴＼
｢組合員名簿｣は,魁合員について,市町村別に氏名とその枚数を個別に記
載している｡それを市郡別に整理したのが,第 9表であるO
組合員数501人,その据附機数は6196台,1人あた り12.4台である｡織機は
二人懸 りであるので,この台数のほぼ2倍の数の職工がいることになる｡
規模 (織機台数)別には,1台が24,2台が32という小規模もあり,他方
には,ここにあげた50-79台が14,80-99台,100-149台が各 3,170台が 1
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第9表 岡山県花楚業阻合の組合員業者形態別 1896(明治29)午
範合点 棟数 形 腰 別 棟数規模別 (大成模)
会社形態 個人形態 台 台 台 台
風合貞 機教 組合点 機数 50-79 80-99100- 150-
岡山市 人 台 人 台 人 台23610 (23,) 23610 (23.)
御津郡 17626 (6.8) 176- - 26 (6.8)
津高郡 18 (1…雪) 18 (12,チ;) 1く54)
邑久郡 3 (13?9.) 3 (13?9.)
上道郡 12 (1圭ヲ喜) 12 (1去ヲ喜) 2(128)
児島郡 94 1(iZ9g) 10 (5喜ヲ…) 84 (宇?≡) 4(210) 1(180) 1(120)
都窪郡 ･32 号主冒誓) 8 (7㌢28) 124 1(iT引 5く272) 1く90) 2く243) 1(170)
鍵屋郡 46 (lgT芸) 1 (25ヲ5.) 45 (1吉子冒)
浅口郡 82 (1.8ヲ…) 1 (36?.6) 81 (1.8ヲ69) 1(50)
小田部 ･o (8ヲ芸) 10 (8ヲ芸)
後月郡 124 (3,0) 124 (3,0)
下道都 13 (孟子38) 13 (去?38)
賀陽郡 51 (1㌢2) 3 (請 ) 48 (芸?g) 1く51) 1(81)
註1) 『明治二十九年七月十九日現在岡山県花産業取合及役員及組合員姓名井据付磯
数報告岡山県花延業阻合事務所』より作成.
2) ( )内は艇合点あたり平均
3)機数規模別 (大規模)欄は,取合員数 ( )内は織機数
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という規模の大きいものがある｡これら50台以上の21,4.2%で織機数の
25.2%を占める｡
株式 ･合資 ･合名という会社形態をとっているのは23で,それ以外はすべ
て個人である｡この会社形態をとるものの織機の合計は1359台で,1あたり
59.1台である｡個人478の織機数は4877台で,1あたり10.1台となる｡両者の
差異は大きい｡
地域別には,都宇郡を最大として,その範囲はその周辺の児島郡,径庭郡
をはじめ,東は邑久郡から西は後月郡までに及び,岡山県南部地域にひろ
がっている｡都宇郡では,撫川村,庄村に最も多くの業者があり,その織機
も多いが,早島町,茶屋町はことに織機数の占有が大きい｡この後者は1戸
あたりの織機数も茶屋町は60台,早島町も30.5台で大きいC撫川村や庄村に
は12-13台を備える多数の業者があって,旺盛な製造を行なっているが,茶
屋町 ･早島町には会社形態の大規模製造所が展開している｡
ところで,『花延嚢纂』には1886年8月調査による営業戸数及び機数郡市
別を掲載している｡第10表はそれにもとづいたものである｡営業戸数734,機
数9085台であるが,これは花延業魁合貞501,棟数6169台よりはるかに大き
い｡それは組合員名簿には所在していない和気郡,上房郡,川上部,東南粂
那,勝北郡に拡がり,また組合員所在郡も営業者数は上道郡 ･賀陽郡以外は
取合員数よりも大きい｡第11表にみるように,1戸あたりの織機数は組合員
とその他とはともに12.4台で,同じである｡そして主要花延地の都窪 ･窪
屋 ･児島郡などの主要花延地以外の多くでは,魁合貞以外の方が組合員より
も平均機数が大きいのであるoすなわち,岡山県花延業組合はすべての営業
者を鮭合員として組織することができていない｡組織できていないのは周辺
地域を主とするが,そこにはかなりの規模の者がいるのである｡このこと
が,問題となる粗製濫造などの一因となるものと思われる｡
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第10表 岡山県花蓮営業戸数 ･概数及び生産高
1895(明治28) ･1896(明治29)午
芦蓑 機数 生産高 1 戸 あ た り機数 生産高
岡 山 市 ･5P 600b lu が 杏40.0 1,.喜呂:3声
御 野 郡 30 353 1摘 ま ll.8 5gi:20
津 高 郡 22 316 3摘 3 182.714.4 1,39014
和 気 郡 2° 21 10.5
邑 久 郡 6 109 1喜溜 ≡ 407.718.2 3,07983
上 道 郡 11 129 2喜ぶ 3 282.09ll.7 2,5455
児 島 郡 113 1,201 2g8億 269.610.6 2,9853
都 窪 郡 206 3,057 乱 …喜宝 520.714.8 3,68148
鍵 屋 郡 ･14 948 鋸 苧芋 8.3 去圭50:38
浅 口 郡 116,07489 1,066 89750 1,304.212.0 921067
小 田 郡 14 197 4描 喜 318.914.1 2,87036
後 月 郡 13 72 摘 ま 5.5 6雪芸:芸6
下 道 郡 45 300 1芸濃 6.7 43苧二…7
賀 陽 郡 50 662 1去.9:56025 390.113.2 3,21724
上 房 郡 1 16 2,芋39 420.016.0 2,701,0
川 上 部 1 15 2謂 240.015.0 2,88 0
東 南 篠 郡 1 18 1,芋350 230.018.0 1,725 0
勝 北 郡 1 5 33喜 5.0 3…喜二Eo
註 1) 『花延桑纂』1897年 54-57ページより作成 .
2)営業戸数,機数は1896年8月調査,生産高は1895年
3)生産高の上段は生産数量,下段は生産額.
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第11表 岡山県花建製造者,組合員,その他別 1896(明治29)午
営業戸数 阻 合 点 そ の 他 1戸あたり機数
芦墓 機数 人員 機数 戸数 機数 芦豪 取合貞 その他
岡 山 市 戸 台 人 台 戸 台 台 台 台15 600 10 236 5 364 40.0 23.6 72.8
御 野 郡 30 353 26 176 4 177 ll.8 6.8 44.3
津 高 郡 22 316 18 247 4 69 14.4 13.7 17.3
和 気 郡 2 21 2 21 10.5 - 10.5
邑 久 郡 6 109 3 39 3 70 18.2 13.0 23.3
上 道 郡 11 129 12 155 -1 -26 ll.7 12.9 -
児 島 郡 113 1,201 94 1,160 19 41 10.6 12.3 2.2
都 窪 郡 206 3,057 132 2,020 74 1,037 14.8 15.3 14.0
鍵 屋 郡 114 948 46 474 68 474 8.3 16.7 7.0
浅 口 郡 89 1,066 82 895 7 171 12.0 10.9 24.4
小 田 郡 14 197 10 84 4 113 14.1 8.4 28.3
後 月 郡 13 72 4 12 9 60 5.5 3.0 6.7
下 道 郡 45 300 13 128 32 172 6.7 9.9 5.4
賀 陽 郡 50 662 51 570 -1 92 13.2 11.2 -
上 房 郡 1 16 - 1 16 16.0 - 16.0
川 上 部 1 15 - 1 15 15.0 - 15.0
東南篠郡 1 18 - 1 18 18.0 - 18.0
勝 北 郡 1 5 - 1 5 5. 0 - 5.0
合 計 734 9,085 501 6,196 233 2,889 12.4 12.4 12.4
註 1)第9表,第10表より作成
④ 綾建合資会社
LL
ここで一花延会社,綾延合資会社についてみよう｡
都宇郡茶屋町に1887(明治20)年に,佐藤永俊 ･塩津亀三郎 ･吉田平五郎
などが主唱して設立された｡これは綾蓮を発明した藤原丈七の事業をもとと
したもので,その発明品の綾延を社名としている｡会社設立から 1889(明治
22)年までの製品は4700本,3万8000余枚,代価 8万円,である｡なお,
1883(明治15)年以降会社組織前の製造高は1000本と4000枚であろう｡
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製品は,神戸居留地の23番館イギリスのエチルカス商会,121番館 ドイツ
のデラカンプ商会,その他数名の内外商を介して輸出する｡
会社は茶屋町において丸綾の記号の一団の綾延合資会社,第二綾延合資会
社,第三綾延合資会社,第四綾蓮合資会社のはか,｢綾延合資会社に於て注文
販売を引受ける同盟の分社百三十余ヶ所｣の製品を取 り扱う｡取 り扱い高
は,
4杜分
産額 代価
1901(明治24)年 6,570本 73,980円
1902(明治25)年 5,585本 58,009円
1903(明治26)年 7,758本 82,748円
1904(明治27)年 6,749本 71,864円
1905(明治28)年 7,021本 76,448円
分社分
産額 代価
48,791本 510,492円
64,270本 634,228円
84,939本 774,423円
65,800本 585,106円
68.498本 642,789円
である｡
前年の綾延合資会社の取り扱い分は,本邦産額の10分の7ないし10分の5
で,他の製造が発達するに従って ｢其歩万を減したるも目今も尚は十分の二
を下らす｣,という｡
職工数は,4社分常雇が,1891(明治24)年610人,1892年620人,1893年
770人,1894年同,1895年790人,である｡
織機は,三宅周三郎,藤原丈七等の発明した特許綾延織機を使用,4社で
400台を据え付けるOこのほか分社-使用を許諾せしものがあるo
原料蘭は,都宇郡茶屋町早島妹尾地方産を最上とするo染料は神戸居留の
外商にてドイツから輸入する染料を使用する｡竪糸は,以前は金巾糸または
大阪及び近県の紡績糸を手撚にしたが,2,3年来は完全な機械撚 りが出
来,それを使用する｡とくに大阪撚糸会社の16手または20手の6本轍を需要
する｡
･二:1
なお前掲の ｢取合貞名簿｣によると,
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茶屋町大字帯江新田 綾延合資会社 社長 塩津安平 織枚数170台
同 第四枚延合名会社 社長 塩津安平 織機数 90台
大字早島新田 第三綾延合名会社 社長 中村卯八 織機数 50台
(2) 花蓮業の景況変動
このような発展をとげた花延業であるが,対アメリカ輸出開始以来,景盛
期の明治30年頃に至る間に景況の変動があったことはいうまでもない｡
1881(明治)14年に海外輸出が始まってから,｢意匠二染色二益々之 レガ改
良ヲ謀 り品質佳良ナルニ至 り,桑港,紐青等ノ市場二於テモ頗ル時好二通シ
爾来需要-続々多キヲ加-,旧来ノ普通蘭席製造者-競フテ斯業二移ルモノ
多シ.此時二万 リ県下同業者 ヲ激励セシモノ-綾蓮社亦 夕興テカア リTl云
フ｡斯ノ如ク数年ナラズシテ長足ノ進歩 ヲナス.其産額-年一年二増加シタ
(14)
ルモ其価格ノ平準ヲ保チ製造家ノ利益少ナカラザ リシ｣,と意匠,染色の改
善を行ない,アメリカ市場-の輸出を伸ばし,このように順調に発展 してき
たが,その後,停滞に直面する｡
廿四,廿五ノ両年二至l)輸出ノ殊二彩多ナリシト相場ノ変動トニヨ1),廿六年二
至り俄二価格ノ低落ヲ来シ,加之廿五年七月未曾有ノ洪水二遭遇シ時恰カモ蘭草刈
上ノ際ナリシヲ以テ蘭草ノ流亡腐朽セシモノ実二少ナカラズ,之レガ為メ原料ノ＼俵
チ暴騰シ (長蘭壱斤壱円六拾円こ至ル)職工-散シテ土木ノ工二就キ当業者ノ困頓
義二極マレリ.
然ルニ農家-蘭草ノ高値ヲ奇貨Tlシ廿六年,栽植ノ反別-前年ノ三倍ヲ趨-其結
果-廿七年二至り復ヒ価格ノ暴落ヲ来セリ (長蘭壱斤六拾銭こ至ル).
此二至り製造家-漸ク愁眉ヲ開クト共二海外ノ市況モ前日こ復シ,需要大こ増加
シ,再ビ盛況ヲ皇シタルガ為メ,廿八年二至り著シク製造家ノ負数ヲ増加シタリ.
適々農家-蘭草価格ノ低落二遭遇スルヤ痛ク其栽培ヲ減少シ,加之広島,熊本,宿
岡,徳島,兵庫,石川,香川,愛媛,滋賀等ノ各県二向ヒ多量ノ原料ヲ輸出セシト
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(凡ソ弐百壱万五千貫)猶ホ大阪府商人等ノ当地二於テ買収シタル (弐十万斤以上
二及ブ) Tlニ依り忽チ原料二欠乏ヲ告ゲ,価格ノ暴騰前回ヨリモ甚タシク,七八月
ノ頃迄ノ＼長南壱斤二付入拾銭内外ナリシモノ九月比ヨリ漸次騰貴ノ色ヲ顕ノ､シ十二
月二至リテ-遂二壱円八拾五銭ノ高値ヲ見ルこ至レリ.故ヲ以テ収支相償-ス (読
ミニ壱門人拾銭ノ原料ヲ以テ上等ノ綾延壱本ヲ造ルニ共変スルー切ノ費用ヲ以テ物
(15)
品ノ時価二対比スル トキ-現二七拾銭ノ不足ヲ生ズ).
海外市場-の輸出が始まってから後,産額は年一年に増加し,価格の平準
を保って,製造家の利益は少なくなかったが,1891(明治24)午,1892年に
価格がにわかに低落した｡しかし1894(明治27)年に至 り,海外の市況が回
復し,需要が増大し,再び盛況を塁したので,1895(明治28)年に至り製造
家が増加した｡これにより原料蘭草が不足して,その価格は高騰した｡とこ
ろが農家は蘭草の栽培を増やし,栽培面横は3倍となったが,その結果価格
は低落した｡
折から海外の市況も回復し,需要が増大したので,盛況を星し,製造家は
著しく増大した｡しかし,原料の蘭草は価格の低落に遭遇して栽培面稀を縮
小したのと,他府県の多量への移出によって,原料は大いに不足し,価格騰
貴した｡このために製造家の収支はとうてい償わないという状況になった｡
1897(明治30)年刊行のこの 『花延愛慕』の記述は,この頃が叙述の下限
であり,それ以後のことは他文献によらざるを得ない｡｢本県の花産業｣とい
う新聞記事がそれに続く時期について報じているO
此時に当り薄資の輩渡に ｢飛込｣等と称する下等品を製出するに至る｡此粗製准
造の結果は二十九年に至り忽ち海外輸出の杜絶となり,多数の製品は神戸市場に堆
積し当業者に於て末だ骨て有らざるの悲境に遭遇せり｡此に於てか本県同業者は轍
を全国に伝へ,全国連合の基礎を警固にし,内は以て粗製濫造の弊を防ぎ,外は以
て商権回復の策を謀らんとし,二十九年七月各自神戸市に会合討議せLも,種々専
一249-
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(16)
倍の其間に存するありて遂に全国聯合の実を挙ること能はざりきO
そして,アメリカの関税付加である｡
而して最も著しき変動を本県花延業に与しものは米国に於て関税の賦課なりし｡
又本県下の製品は其九分八厘余は米国に輸出せるものにして其価格は一本 (四十
ヤード)に付金拾壱弐円のものを以て普通とす｡然るに米国に於ける関税は其価-
平方尺十仙以上のものに従価税を課すること､となりLを以て,勢ひ該価格以下の
もの (即ち一本に付八円以下)を製出するに至れり｡故を以て染色に紋様に其他各
種の意匠に於て漸く上進したる製品も,一朝低価粗製のものを産出するに至りしこ
とは油に可情の事なりとす｡然れども爾後相当の売行あるを以て其産額に於いて著
･1/
しき減少を見ず｡
ここには,粗製品,そして課税対象外の製品を売 り込むという状況となっ
たのである｡
このような曲折を経ながら,花延業は発展しているのであり,例えば ｢都
窪郡の花延業｣という新聞記事は,｢都窪郡妹尾町 ･箕嶋村 ･大福村 ･山田
村 ･撫川村 ･庄村 ･早島町 ･茶屋町 ･豊州村 ･帯江村 ･万寿村 ･倉敷町 ･大
高村等各町村の花延業は昨秋来非常の隆盛にて各所に合資会社を組織し,或
は一個人にて多きは五百台,少なきも拾台を下らざる織機を据付け熱心に製
造しつ ､あるより,他郡は金融逼迫にも拘はらず郡内の金融は緩慢にて,目
下の織賃壱本四十ヤードに付上等壱円七八拾銭,下等壱円五六拾銭なるが,
平均一ケ月に四本を織出すとせば一日二拾五銭乃至四五拾銭を得る割合なり
IL"
と云ふ｣,と報 じているのである｡
天城錦延株式会社は,1902(明治35)年上半期の営業報告によると,当期
末職工数30人 (うち男8人,女22人),当期営業日数160日,花延製造高585
本,1日平均3.65本,原料蘭草4932貫,1日平均30貫700日強,竪糸201貫
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600日,1日平均 1貫260日である｡
当季間二於ケル営業ノ概況ヲ述こ,初ヨリ原料蘭草高価ヲ保不引き合,然レ共五
月頃ヨリ原料価充分下落シ可ナリ引合 トナリ,然ルニ米国販路大不況ヲ来シ,随テ
神戸商館物品検査厳敷,為二弐等或-ペケ品多シ,平均利益少シ,依テ充分之成績
ヲ見ルニ至ラス
前述ル如ク随テ注文モ少ク,此上-製品二充分注意ヲ加-良品ヲ製造シー等品二
売却スレバ,向半季-充分見込アリ,依テ相当ノ利益ヲ見ルナラン
同会社は資本金 1万円 (うち払込済5千円,株数500,1株10円)で,この
(19)
期200円の株主配当金をあげている｡配当は年8%である｡
(3) 蘭革価格の動向
ところで,すでにみたとみころであるが,花蓮業においてはアメリカ市場
の景況が最も経営を左右する要因とな
るが,それについで原料の蘭草の価格
動向が重要である｡
第12表は綾延中等品1巻の平均生産
費構成を示すが,蘭代40.8%,職工賃
32.1%,糸代17.2%などで,原料の蘭
草のウェイトがきわめて大きい｡
この蘭草代金が花延生産に与える影
響についてはすでにみたが,ここで改
めて蘭草の動向をみよう｡
つとに,｢長蘭は方今花蓮製造に需
要多き為め客年八月収穫の際-斤則三
貫二百目に付五六十銭のもの目今一円
- 2 5 1 -
第12表 綾蓮1巻当り製造収支
1896(明治29)午
項 目 金 額 構成比
坐 蘭 代 IJ a %3.56 40,8
糸 代 1.50 17.2
産費 染 晒 fe 35 4.0
職 工 費 2.80 32.1
雑 費 50 57
合 計 8.71 100.0
価 格 9.50
差 弓 収 益 79
註1)岡山県内務部 『花建粂纂』1897
年 60-61ページより作成.
2)1896年綾延中等品1巻について
の平均概算.
3)1巻は2束である (77ページ).
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の由.之に反 して短きものは格別安 く六尺蘭五百 日-把三銭三四厘,とぼ蘭
1:T
四百 日-把一銭二三厘な り｣という,蘭草に注 目する記事は出ているが,こ
こでこの岡山県での蘭草の趨勢についてみよう｡
『岡山県の蘭草』(明治43年 4月 岡山県内務部)は,岡山県下の1881(明
治24)年から1908(明治41)年の間の蘭草の作付反別 ･収穫高をあげ,年次
別推移について説明している｡
明治二十四 ･五両年は花彊輸出の特に移多なりLと二十五年七月未曾有の洪水に
遭遇し時恰も蘭草刈り上げの際なりLを以て流失又は腐朽せるもの砂なからず,之
れが為め蘭草の価格昂騰し長蘭-斤壱円六拾銭の高価を見るに至れるより,二十六
年には栽植反別俄に増加し前年に比し三倍を超過せり｡其結果二十七年は価格再び
暴落し長蘭-斤漸く六拾銭を保つに過ぎされば,二十八年には作付反別頓に減少せ
り｡
然るに海外に於ける花延の市況前に復し需要大に増加し愛に再ひ盛況を星するに
至りたるより,二十九年には其作付を増加せるも,適々米国は輸入花延に対し関税
を課することとなり,我花延の景況大に疎喪し蘭草も之れに伴ひ著しく作付を減少
し,遂に三十一年の作付反別は二十九年の半ばにも及ぼざるに至れり.其後復た花
延相好況を示し,三十二年末には蘭草大いに払底し価格著しく暴騰したるが故に農
家は競ふて之れを棉-,三十五年に至りては作付反別二千四百余町歩に達し,産額
五百七十万貫の上に出で従来骨て見ざるの盛況を望するに至れりO嘉に於て又需要
供給の均衡を失し,三十六年以来漸次其作付を減少し,三十八年には僅々五百町歩
に過ぎざる悲境に沈倫せり｡然るに此年よりまた市況を挽回し,三十九年 ･四十年
は蘭草の作付を増加せLも,四十一年に至りては最早之れを検証せり｡如此始終生
､∴㌔
産消費の権衡を失し,盛衰常ならざるは斯業の一大欠点と言ふべLo
蘭草の栽培は,花延の景況に大きく影響を受けるが,この蘭草の価格は花
建製造に大きな影響を与えるのである｡
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